
①がん予防

たばこ対策の充実 健康的な生活習慣の普及 感染症予防の充実

分野別目標
・がん罹患率が減少している
・がんに関する正しい知識を持っている

中間目標
・禁煙希望者が禁煙できている
・県民が望まない受動喫煙にあわない

・県民が生活習慣病予防のための行動がとれる ・県民が感染症予防のための行動がとれる

議論等 たばこ対策推進委員会（令和５年７月３日、令和６年２月１９日） がん予防対策推進委員会（令和５年６月１９日、令和６年２月２７日） がん予防対策推進委員会（令和５年６月１９日、令和６年２月２７日）

令
和
６
年
度
計
画
（
案
）

１．市町村が主体となった普及啓発の推進

・市町村へのたばこ対策支援

・COPD予防の普及啓発

２．禁煙支援体制の整備・充実

・禁煙支援ツールの提供（随時）

・禁煙支援アドバイザー研修会

・禁煙支援協力薬局の登録・普及

３．禁煙支援の推進

・市町村たばこ対策分析評価

４．20歳未満の者の喫煙防止対策の強化

・２０歳未満の者の禁煙支援相談窓口

・学校での喫煙防止対策研修会

５．受動喫煙防止対策の推進

・県民・関係機関・事業所・飲食店等への普及啓発

・相談窓口の設置

１．健康的な食生活の普及啓発の推進

・私（我が家）のやさしおベジ増し宣言の募集、やさしおベジ増しプロ
ジェクトの推進

・保健所との協働による各種普及啓発の実施

（減塩対策、野菜摂取、身体活動の増加、適正体重等）

・なら健康長寿基礎調査の実施

２．適正飲酒についての普及啓発の推進

・市町村、医療機関等と連携した適正飲酒の普及啓発

・アルコール関連問題県民セミナーの開催

３．身体活動を増加させるための普及啓発の推進

・市町村の健康ステーションの設置、運営の支援

・「おでかけ健康法」の普及啓発のための広報紙、ホームページ等を活
用した情報発信

４．適正体重についての普及啓発の推進

・特定健康診査、がん検診等の機会を活用した普及啓発

・広報紙、ホームページ等を活用した情報発信

１．肝炎対策の強化

・保健所の肝炎ウイルス検査体制の強化 (受検しやすい体制の整備）

・肝炎検査受検率向上となる工夫をした市町村の情報を提供

・陽性者への医療費助成の継続実施

・陽性者の重症化予防対策の促進

・肝炎医療コーディネーターの養成と活用促進

・肝疾患診療連携拠点病院の取組強化（肝疾患相談センターにおける相談支
援、肝疾患拠点病院連絡協議会、市町村等への技術支援、地域連携、デー
タ分析の活用）

・県内医療機関のネットワーク構築と技術的支援

・B型肝炎ワクチンの予防接種の周知

・受診者数が増加した市町村の効果的な取組事例をまとめ、市町村への還元

・市町村は、他の検（健）診と併せて、受診できる体制整備と、受診すべき
対象者を 選定した受診勧奨の実施

２．HTLVｰ1母子感染予防対策体制の整備

・奈良県HTLV-1母子感染予防対策検討会の実施

・奈良県HTLVｰ1母子感染予防対策研修会の開催

３．HPVの感染予防に関する周知・啓発

・様々な広報媒体を活用したHPVワクチンに関する情報発信

令
和
５
年
度
実
績

１．市町村が主体となった普及啓発の推進

・市町村へのたばこ対策支援

○県・市町村庁舎議会棟・公用車の禁煙実施状況調査を実施

・COPD予防の普及啓発

２．禁煙支援体制の整備・充実

・禁煙支援ツールの提供

○市町村：28市町村、関係機関：134機関 計9,100部

・禁煙支援アドバイザー研修会

○参加者85名（WEB開催）

・禁煙支援協力薬局の登録・普及

○登録薬局数：62か所

３．禁煙支援の推進

・市町村たばこ対策分析評価

○女性のための禁煙スタートアップ講習会の開催 計6回

４．20歳未満の者の喫煙防止対策の強化

・20歳未満の者の禁煙支援相談窓口

○相談人数：1名

・学校での喫煙防止対策研修会

○参加者107名

５．受動喫煙防止対策の推進

・県民・関係機関・事業所・飲食店等への普及啓発

・相談窓口の設置

１．健康的な食生活の普及啓発の推進

・私（我が家）のやさしおベジ増し宣言の募集、やさしおベジ増しプロ
ジェクトの推進

・保健所との協働による各種普及啓発の実施

（減塩対策、野菜摂取、身体活動の増加、適正体重等）

・なら健康長寿基礎調査の実施

２．適正飲酒についての普及啓発の推進

・アルコール関連問題県民セミナーの開催（2回：R5.11.5、R6.2.11）

３．身体活動を増加させるための普及啓発の推進

・市町村の健康ステーションの設置、運営の支援

・「おでかけ健康法」の普及啓発のための広報紙、ホームページ等を

活用した情報発信

４．適正体重についての普及啓発の推進

・特定健康診査、がん検診等の機会を活用した普及啓発

・広報紙、ホームページ等を活用した情報発信

１．肝炎対策の強化

・保健所の肝炎ウイルス検査体制の強化 (受検しやすい体制の整備）

・肝炎検査受検率向上となる工夫をした市町村の情報を提供

・陽性者への医療費助成の継続実施

・陽性者の重症化予防対策の促進

・肝炎医療コーディネーターの養成と活用促進、養成対象の拡大

・肝疾患診療連携拠点病院の取組強化（肝疾患相談センターにおける相談支
援、肝疾患拠点病院連絡協議会、市町村等への技術支援、地域連携、デー
タ分析の活用）

・県内医療機関のネットワーク構築と技術的支援

・B型肝炎ワクチンの予防接種の周知

・受診者数が増加した市町村の効果的な取組事例をまとめ、市町村への還元

・市町村は、他の検（健）診と併せて、受診できる体制整備と、受診すべき
対象者を 選定した受診勧奨の実施

２．HTLVｰ1母子感染予防対策体制の整備

・奈良県HTLV-1母子感染予防対策検討会の実施

・奈良県HTLVｰ1母子感染予防対策研修会の開催

３．HPVの感染予防に関する周知・啓発

・様々な広報媒体を活用したHPVワクチンに関する情報発信

令和５年度の取組実績及び令和６年度の取組計画（案） 資料３



②がんの早期発見 ③がん医療の充実

分野別目標
・がんが早期の段階で発見されている
・がんが早期の段階で診断されている

・がん患者が安全かつ安心な質の高い医療を受けられる
・がん患者が納得した治療を選択できている

中間目標
・がん検診を受けやすい体制が整備されている
・県民が質の高いがん検診を受けられる

・がん患者が各療法について、県内で安全で質の高い医療を受けられる
・がん患者が必要な時にサポートを受けられるチーム医療体制が整備され、医療従事者間の連携が強化されている

議論等 がん予防対策推進委員会（令和５年６月１９日、令和６年２月２７日） がん医療部会（令和５年７月２４日）

令
和
６
年
度
計
画
（
案
）

＜がん検診の受診促進＞

１．県民に対するがん検診受診啓発

・広報誌や「がんネットなら」等を活用した普及啓発

・奈良県民会議会員による啓発

・「がん検診を受けよう!」奈良県民会議 総会・講演会等の開催

２．企業と連携したがん検診受診啓発

・「奈良県がん検診応援団企業」の新規認定（随時）

３．がん検診受診勧奨を推進するための人材育成

・市町村におけるがん予防推進員等の養成

４．受診率向上に向けた市町村支援

・県保健所がん予防対策推進検討会の開催（各保健所１回/年）

＜がん検診精度管理の充実＞

１．がん検診従事者の資質向上

・がん検診従事者研修会の開催

２．がん検診精度管理状況の把握及び評価

・各がん検診（胃・肺・大腸・乳・子宮）部会の開催（必要に応じて、随時開催）

・市町村がん検診実施状況調査

・市町村がん検診チェックリストの使用に関する実態調査

・がん集団検診実施機関の精度管理調査

・奈良県がん検診実施要領改正

＜がん医療提供体制の充実・がん医療の質の向上＞

１．拠点病院等・支援病院の体制整備の充実

２．手術療法、放射線療法、薬物療法等の提供体制の充実

３．チーム医療提供体制の充実

４．がんゲノム医療提供体制の充実

５．小児・AYA世代のがん医療の連携促進

６．高齢者のがん対策の推進

７．その他がん医療の実施に向けた検討

８．拠点病院等・支援病院のがん医療の評価・分析

９．医療関係者へのがん診療情報の見える化

＜患者目線でのがん診療情報の提供＞

１．拠点病院等・支援病院におけるデジタル化の推進

２．がん診療情報の提供内容及び周知の充実

３．妊孕性温存療法に関する周知の充実

・拠点病院等・支援病院の指定要件に沿った体制整備について、現況報告書や実地調査による確認を行い、好事例等確
認結果の共有を行う。

・引き続き奈良県がん診療連携協議会と有機的な連携・協働を行い、さらなるがん医療提供体制の充実・がん医療の質
の向上を図る。

・「がんネットなら」に掲載しているがん診療情報を更新し、周知の充実を図る。

・妊孕性温存療法に関するリーフレットの作成・配布を行う。

令
和
５
年
度
実
績

＜がん検診の受診促進＞

１．県民に対するがん検診受診啓発

・「がん検診を受けよう!」奈良県民会議 総会・講演会等の開催

○県民会議会員数：133団体（前年度から＋２）

・「県民だより奈良」10月号によるがん検診受診啓発

・保険者ごとの受診率について、国保・協会けんぽと情報共有（別紙１）

２．企業と連携したがん検診受診啓発

・「奈良県がん検診応援団企業」の新規認定

○応援団企業数：22企業（前年度から＋２）

３．がん検診受診勧奨を推進するための人材育成

・がん予防推進員の養成

４．受診率向上に向けた市町村支援

・県保健所がん予防対策推進検討会の開催（各保健所１回ずつ）

・がん検診受診勧奨策等実行支援事業の一環として研修会を開催

○参加：23市町村（33名）

＜がん検診精度管理の充実＞

１．がん検診従事者の資質向上

・胃がん検診従事者研修会の開催

２．がん検診精度管理状況の把握及び評価

・胃がん検診部会の開催

・市町村がん検診実施状況調査

・市町村がん検診チェックリストの使用に関する実態調査結果の把握・評価

・精密検査医療機関現況調査

・がん集団検診実施機関の精度管理調査

・奈良県がん検診実施要領改正

＜がん医療提供体制の充実・がん医療の質の向上＞

１．拠点病院等・支援病院の体制整備の充実

２．手術療法、放射線療法、薬物療法等の提供体制の充実

３．チーム医療提供体制の充実

４．がんゲノム医療提供体制の充実

５．小児・AYA世代のがん医療の連携促進

６．高齢者のがん対策の推進

７．その他がん医療の実施に向けた検討

８．拠点病院等・支援病院のがん医療の評価・分析

９．医療関係者へのがん診療情報の見える化

＜患者目線でのがん診療情報の提供＞

１．拠点病院等・支援病院におけるデジタル化の推進

２．がん診療情報の提供内容及び周知の充実

３．妊孕性温存療法に関する周知の充実

・拠点病院等・支援病院９病院への実地調査を実施（1月17日～2月9日）

・がん診療連携協議会（3月開催）で実地調査結果の共有予定

・がん診療連携協議会各分科会において各分野の取組を実施

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

・「療養ガイド」の改定

・妊孕性温存療法に関するリーフレットの作成・配布

令和５年度の取組実績及び令和６年度の取組計画（案）



④がんと診断された時からの緩和ケア ⑤地域連携 ⑥相談支援及び情報提供

分野別目標 ・がん患者の身体的、精神的、社会的苦痛が軽減されている
・がん患者が居住する地域にかかわらず、質の高い医療を受け、望む場所で
療養生活を送ることができる

・がん患者の不安や悩みが相談支援により軽減されている

中間目標
・質の担保された緩和ケア提供体制が整備されている
・県民ががん患者の緩和ケアについて正しく理解している

・拠点病院等・支援病院とかかりつけ医の連携体制が整備されている
・在宅緩和ケア提供体制が整備されている
・がん患者やその家族が地域連携や在宅医療について必要な情報提供を受け
ている

・質の高い相談支援を受けられる体制が整備されている
・がん患者やその家族が治療や相談について必要な情報提供を受けている

議論等 がん医療部会（令和５年７月２４日） がん医療部会（令和５年７月２４日） がん患者等支援部会（令和５年８月２日、令和６年２月２９日）

令
和
６
年
度
計
画
（
案
）

＜緩和ケア提供体制の充実＞

１．拠点病院等・支援病院における質の高い緩和ケア提供体制の整
備

２．医療従事者への緩和ケア研修会の充実

・まほろばPEACE緩和ケア研修会を奈良県地域がん診療連携支援
病院（国保中央病院、済生会中和病院）に委託し実施

・まほろばPEACE緩和ケア研修会の開催予定を「がんネットな
ら」、医師会広報誌へ掲載

・まほろばPEACE緩和ケア研修会の修了者名簿を「がんネットな
ら」に掲載

＜緩和ケアの理解促進と情報提供＞

１．緩和ケアに関する情報の充実・普及啓発

・「がんネットなら」「療養ガイド」を活用した普及啓発

＜拠点病院等・支援病院の地域連携体制の充実＞

1．拠点病院等・支援病院の病病連携・病診連携の促進

・拠点病院等・支援病院による地域の多職種カンファレンスの実施

2．がん患者の口腔ケアの医科歯科連携の充実

・がん診療連携登録歯科医等の資質向上講習会やスキルアップ研修会の実
施

・がん診療連携拠点病院等と地域の歯科医師とのがん患者の口腔管理に関
する連絡会の実施

＜在宅緩和ケア提供体制の整備及び充実＞

1．在宅医療機能の把握・公表

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

2．在宅緩和ケアに携わる人材の育成

・地域の診療所を対象としたがんの在宅緩和ケア研修会の実施

＜在宅療養生活に関する情報提供＞

1．在宅療養生活に役立つ情報の充実

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

・「がん患者さんのための療養ガイド」を随時見直し

＜相談支援機能の強化＞

１．がん相談支援センターの利用促進と相談支援の質の向上

２．小児・AYA世代、家族支援体制の強化

・小児がん患者家族等交流会の実施

３．高齢者の状況に応じた相談支援体制の強化

・がん患者等支援部会にて、拠点病院等の高齢者総合機能評価の実施状況
の共有

４．がん患者サロンの充実・強化

・保健所におけるがん患者サロンの実施（各保健所1回ずつ）

・がんピア・サポーター養成研修の実施

・がんピア・サポーターフォローアップ研修の実施

・がん患者サロン運営者会議の実施

＜患者目線での情報提供の充実＞

１．患者に必要ながんに関する情報の見える化

２．多様なツールを活用したがんに関する情報の周知強化

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

・「がん患者さんのための療養ガイド」を随時見直し

令
和
５
年
度
実
績

＜緩和ケア提供体制の充実＞

１．拠点病院等・支援病院における質の高い緩和ケア提供体制の整
備

２．医療従事者への緩和ケア研修会の充実

・まほろばPEACE緩和ケア研修会を奈良県地域がん診療連携支援
病院（国保中央病院、大和高田市立病院）に委託し実施

・まほろばPEACE緩和ケア研修会の開催予定を「がんネットな
ら」、医師会広報誌へ掲載

・まほろばPEACE緩和ケア研修会の修了者名簿を「がんネットな
ら」に掲載

＜緩和ケアの理解促進と情報提供＞

１．緩和ケアに関する情報の充実・普及啓発

・「がんネットなら」「療養ガイド」を活用した普及啓発

＜拠点病院等・支援病院の地域連携体制の充実＞

1．拠点病院等・支援病院の病病連携・病診連携の促進

・拠点病院等・支援病院による地域の多職種カンファレンスの実施

2．がん患者の口腔ケアの医科歯科連携の充実

・がん診療医科歯科連携スキルアップ研修会の実施（２月４日）

・がん診療連携拠点病院等・支援病院（９病院）と地域の歯科医師とのが
ん患者の口腔管理に関する連絡会を実施

＜在宅緩和ケア提供体制の整備及び充実＞

1．在宅医療機能の把握・公表

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

2．在宅緩和ケアに携わる人材の育成

＜在宅療養生活に関する情報提供＞

1．在宅療養生活に役立つ情報の充実

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

・「がん患者さんのための療養ガイド」の改定

＜相談支援機能の強化＞

１．がん相談支援センターの利用促進と相談支援の質の向上

２．小児・AYA世代、家族支援体制の強化

・小児がん患者の家族等交流会 参加者：10名

３．高齢者の状況に応じた相談支援体制の強化

・がん診療連携拠点病院等実地調査で高齢者の意思決定能力を含む機能

評価の状況を把握。

４．がん患者サロンの充実・強化

・保健所における患者サロンの実施 5回

・がん患者サロン運営者会議の実施 参加者：7病院12名

・がんピアサポーターフォローアップ研修の実施 参加者：12名

＜患者目線での情報提供の充実＞

１．患者に必要ながんに関する情報の見える化

２．多様なツールを活用したがんに関する情報の周知強化

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

・「がん患者さんのための療養ガイド」の改定

令和５年度の取組実績及び令和６年度の取組計画（案）



⑦がん患者等の社会的な問題への対策 ⑧これらを支える基盤整備

分野別目標 がん患者の抱える社会的苦痛が軽減されている

中間目標
・がん患者が治療と仕事や学業の両立に対し必要な支援を受けられる
・がん患者がライフステージに応じた社会的な問題に対し必要な支援を受けられる

・がん登録データの精度が向上し、データが有効活用されている
・地域でがん登録データが活用しやすい体制が整備されている
・がん登録に基づいた適切な情報を得ることができている
・がんに関する知識が向上する

議論等 がん患者等支援部会（令和５年８月２日、令和６年２月２９日） がん教育推進会議（令和５年８月１６日、令和５年１２月１４日、令和６年２月６日）

令
和
６
年
度
計
画
（
案
）

＜がん患者の治療と仕事や学業の両立支援体制の整備＞

１．治療と仕事の両立支援

・相談員の資質向上のための研修会の実施

・全国健康保険協会奈良県支部等団体と連携した事業者への啓発（講演会・啓発等）

・奈良産業保健総合支援センターの事業所向けセミナーや産業医等への研修の周知

・奈良労働局での地域両立支援推進会議への参加

２．治療と学業の両立支援

・教育機関と連携し、医療機関に高等学校、小中学校等のおけるICT体制整備状況を周知

＜その他ライフステージに応じた社会的な問題への支援＞

１．アピアランスケアの充実

・奈良県がんとの共生に向けたアピアランスケア支援事業の実施

２．妊孕性温存療法・温存後生殖補助医療相談体制の充実

・妊孕性温存療法に要する費用の一部助成

・温存後生殖補助医療に要する費用の一部助成

３．がん診断後の自殺対策の充実

・がん患者の自殺リスクに対する院内フローの周知

＜がん登録＞
１．がん登録の精度管理の向上
・がん登録担当者研修会の開催

２．がん登録データ等を活用したがん対策の検討・実施
・「奈良県のがん登録2020年」報告書作成、公表
・県保健所がん予防対策推進検討会の開催（各保健所１回ずつ）

３．データを活用した情報提供等
・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

＜がん教育・知識の普及啓発＞
１．中学校、高等学校におけるがん教育の充実・推進
・推進会議の開催（３回開催）

・中学校、高等学校における外部講師を活用したがん教育の実施（県内中学校、高等学校１９校）
・中学校における外部講師を活用したがん教育の研究（モデル校１校）
・「がん教育」研修会の実施（外部講師対象）

・高校生向けがん教育教材の活用促進
・中学校用がん教育啓発教材（リーフレット）とワークシートの改訂
・奈良県版「がん教育の手引き」の作成

２．小学校（高学年）におけるがん教育の推進
・小学校用がん教育啓発教材（リーフレット）と活用例の改訂
・「がん教育」研修会の実施（教職員対象及び外部講師対象）

３．がん対策全般に関する普及啓発の推進
・「がんネットなら」を活用した普及啓発の推進

令
和
５
年
度
実
績

＜がん患者の治療と仕事や学業の両立支援体制の整備＞

１．治療と仕事の両立支援

・奈良労働局での地域両立支援推進会議への参加

２．治療と学業の両立支援

・教育機関おける治療と学業の両立支援、ICT体制整備の現状把握

＜その他ライフステージに応じた社会的な問題への支援＞

１．アピアランスケアの充実

・奈良県がんとの共生に向けたアピアランスケア支援事業の実施

２．妊孕性温存療法・温存後生殖補助医療相談体制の充実

・妊孕性温存療法に要する費用の一部助成

・温存後生殖補助医療に要する費用の一部助成

３．がん診断後の自殺対策の充実

・がん診療連携拠点病院等実地調査でがん患者の自殺リスクに対する院内フローの作成状況把握

＜がん登録＞
１．がん登録の精度管理の向上
・がん登録担当者研修会の開催（12月2日）

２．がん登録データ等を活用したがん対策の検討・実施
・全国がん登録データべースシステム更改に伴う不具合により、国立がん研究センターによる作業が遅れている
影響を受け、令和５年度に予定していた「「奈良県のがん登録2020年」報告書作成、公表」は令和６年度に実
施予定

・県保健所がん予防対策推進検討会の開催（各保健所１回ずつ）
３．データを活用した情報提供等

・「がんネットなら」掲載情報を随時更新

＜がん教育・知識の普及啓発＞

１．中学校、高等学校におけるがん教育の充実・推進
・推進会議の開催（３回開催）
・高等学校における外部講師を活用したがん教育の実施（公立高等学校１４校）

・中学校における外部講師を活用したがん教育の研究（モデル校１校）
・「がん教育」研修会の実施（外部講師対象）
・高校生向けがん教育教材の作成と周知

・中学校用がん教育啓発教材（リーフレット）とワークシートの改訂
２．小学校（高学年）におけるがん教育の推進
・小学校用がん教育啓発教材（リーフレット）と活用例の改訂

・「がん教育」研修会の実施（教職員対象及び外部講師対象）
３．がん対策全般に関する普及啓発の推進
・「がんネットなら」を活用した普及啓発の推進

令和５年度の取組実績及び令和６年度の取組計画（案）


